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A growing number of people are now entering the elderly age category in Japan, which raises the issue of dementia be-
cause the probability of becoming cognitively impaired increases with age. Technology can play an important role in helping 
people with dementia and their caregivers.  A lack of mutual understanding between caregivers and researchers regarding the 
appropriate uses of assistive technologies is another problem.  We have presented a vision for Person Centered Care based on 
ICT in order to maintain residents' autonomy and the continuity of their lives. 

 

1. はじめに 
世界に先駆けて高齢化社会に突入した本邦は，2050 年に

65 歳以上の人口比率が 37.8%に達するという予想[UN 08]があ

る．老いのひとつの形である認知症は，高齢化社会において顕

在化する課題の一つである．認知症とともに生きる人々を工学

技術により支えることは，今後ますます重要なテーマになる． 
認知症を含む，障碍や病を抱えている人々を支える技術のこ

とは一般的に assistive technology と呼ばれる．この中で認知症

介護支援の分野には，技術と社会的要請とを包括的に俯瞰し

た研究がない．そこで本研究では，文献レビューを中心に，技

術動向分析を行う． 
認知症者および介護者を支える技術は，主に認知症者が長

く住まい，馴染んだ場所で生きていく（aging in place，例えば

[Mihailidis 04, Zhang 08]）ことを支援する種類のものと，施設

（介護施設あるいは病院）での生活をサポートするものとに分か

れる．本稿では，コンピュータを介した技術について，両者とも

にレビューした． 

2. 技術動向分析 

2.1 概略 
認知症介護を情報機器により支援する研究は，80 年代後半

から始まり，2000 年代に突入した後急激に増加する．認知症を

持たないお年寄りにも共通する身体介護支援技術を除くと，分

野全体で見ても論文数は 200 程度であり，初期段階にある研究

分野であると言える． 
国別に見ると米国と英国から出版されている論文が多い．研

究機関では，英国の Dundee 大，Ulster 大カナダの Toronto 大

からまとまった数および内容の研究が発表されている． 
認知症介護現場のための技術開発・活用は大きく 6 種類に

分類できる．その内訳は，スクリーニング，認知機能補助・リハビ

リ，モニタリング，情報提供，遠隔介護支援，コミュニケーション

支援・セラピーである．以降で各々について述べる． 

2.2 スクリーニング 
ここでのスクリーニングとは医学用語であり，症状が発現する

前に病気を発見することを指す．認知症に罹る前の利用を想定

しているところが他の 5 つと大きく異なる点である．対象となるの

は，進行型認知症の前段階である軽度認知障害（mild cogni-
tive impairment: MCI）かそうでないかの診断を望む人である．

認知機能を測定する試験そのものは，既存のものを採用してシ

ステム開発されている． 
Wright らは，ユーザを没入させるために装着させたヘッドマ

ウントディスプレイに表示される認知機能試験（情報処理，エピ

ソード記憶，ワーキングメモリの各機能を診断するテスト）を解く

ことにより診断するシステム[Wright 10] を開発した．指定された

時刻を示す時計の絵を描く clock-drawing analysis を行うための

アプリケーションを開発した研究もある[Kim 11]．Mundt らは電

話による自動音声対話システムを用い，複数年にわたって臨床

試験を実施し，広範かつ費用対効果の高い方法であることを示

した[Mundt 01, Mundt 05]．国ごとに開発された認知機能試験

に対応したシステムもある[Inoue 00, Cho 02]． 

2.3 認知機能補助・リハビリ 
認知症の中心的な症状である記憶や判断能力の低下を補う，

あるいは鍛えるための技術である．認知症介護の assistive 
technology として中心的な研究のひとつである． 
リハビリは cognitive training とも呼ばれ，主に症状が進まな

いタイプの認知症（外傷性認知症など）患者を支援することを目

的に，比較的早い時期から研究されていた（例えば Cole らによ

る一連の研究など[Cole 94, Cole 98]）．進行性認知症者を対象

としたものには，Hofmann らによるタッチスクリーンを用い，ユー

ザの個人的な写真を利用する手法，回想法をインタラクティブ

に行うシステム[Hofmann 96] や Alm らのコミュニケーション支

援と回想法を可能とするシステム[Gowans 04, Alm 07]，Stavros 
らの Verbal，Arithmetic，Logic，Spatial，Memory の 5 機能を

訓練するソフトウェア[Stavros 10] などがある．なお，Alm らの研

究の一部は，後の「コミュニケーション支援・セラピー」とオーバ

ーラップする． 
本稿では認知機能補助（memory-aid）の意味を広く捉えた，

すなわち単に記憶障害や見当識障害を支援するものだけでは

なく，意思決定やプランニングを補助するものもこの分野に含め

た．Inglis らは，機器の使いにくさが認知症者支援における問

題であると指摘した．ワーキングメモリの負荷を軽減させるため

に PDA で稼働するは外傷性認知症者支援用システムを開発し，

ユーザビリティ試験を実施してユーザ中心設計に対する知見を

得た[Inglis 03]．Du らは，軽度認知症者のためにルール記述
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による Context-aware system を開発した[Du 08]．Liu らは介護

施設内の経路発見システムを開発した[Liu 08]．多様な機能を

有したスマートフォンに為すべきことを提示するシステムも研究

されている[Armstrong 10]． 
このように次に何を行うべきかを逐次提示する手法は，他の

システムでもしばしば利用される一般的なテクニックである

[McCarthy 02, LoPresti 05]．技術的難度の高い課題は，ユーザ

が何をしたいかを適切に推論できるかである．現状では，様々

な手法が試みられているが，適用可能な場面は限定的である．

例えば，Toronto 大のグループは，隠れマルコフモデルなどを

用いて手洗いの手順を教示するシステム開発[Boger 05, Boger 
06, Mihailidis 02, Mihailidis 04] に取り組んでいる．  

2.4 モニタリング 
この分野も認知症者支援では重点的に研究されているもの

のひとつである．安全確保と健康維持のために認知症者の活

動をモニタしようとする技術である．主としてセンサが用いられ，

徘徊の自動検出や屋外行動の追跡などが行われる．また，家

屋全体にセンサを埋め込み，情報抽出と支援を目指す Smart 
home（あるいは Smart house）と呼ばれる研究プロジェクトもこの

カテゴリに含めた[Campo 02, Helal 03, Tabar 06, Arcelus 07, 
Zhang 08]． 
徘徊を検知することを目的とした研究は数多い．Chen らは 23 

個のカメラを用いて徘徊を自動検知するシステムを開発した

[Chen 07]．別のシステムでは RFID，GPS，GIS からの情報を統

合して検知できる可能性を示唆したり[Lin 06]，ステップセンサ

を用いて寝室内での早期発見を目指したり[Masuda 02]，携帯

電話を使用したり[Ogawa 04, Miskelly 05]，パッシブタイプセン

サをバックルに仕込んだり[Miskelly 04]した．Chen らは RFID と
音情報処理を用いてトイレ内のモニタリングを可能とした[Chen 
05]．スリッパに RFID を，床にアンテナを埋め込み認知症者お

よび介護者の位置を検出可能とした研究もある[Miura 09]． 

2.5 情報提供 
技術的に新規な点は少ないものの，インターネットを利用して

介護者が必要な情報を提供することを目指した研究や実践が

ある．認知症とはどのような病であるか，また社会的な支援はど

のようにすれば得られるかなどが供される主な情報である．技術

的新規性よりも，実践のあり方やアクセシビリティに関する研究

が実施されている[White 00, Larner 03, Freeman 05]． 

2.6 遠隔介護支援 
認知症者あるいは介護者を遠隔から支援しようとする技術で

あり，テレケア，テレメディシンとも呼ばれる．認知症であるかどう

かの診断や，認知症者の行動に対して適切な介入を目指すも

のなどが代表的な研究である．これも，情報提供と同じく運用面

や実践のあり方についての研究が主である[Lee 00, Poon 05]．
コンピュータを組み込んだ電話により家族の精神ケアや社会と

のつながりを強化しようとした研究もある[Czaja 02]． 

2.7 コミュニケーション支援・セラピー 
これらの技術は，認知症者の社会的能力を維持しようとする

ものである．遠方の介護者や家族との対話を促進しようとするも

の，ロボットを利用して不安を低減しようとするもの，回想法など

既存の手法を支援することを志向するものなどがある．先述した

Alm らの Dundee 大のグループがこの研究の中心的な存在で

ある[Gowans 04, Alm 07, Astell 10]．また，Kuwahara らも回想

法を用いてコミュニケーション支援と認知機能強化を実現しよう

と試みている[Kuwahara 06]．機械を認知症者のセラピーに援

用した研究も行われている．Tamura らは AIBO によるセラピー

とコミュニケーション促進の可能性を探った[Tamura 04]． 

3. 技術展望および技術発展・普及における課題 
2 章で行ったレビュー，人口変化予測（例えば[UN 08, World 

Bank 11]），介護者の状況 [グループホーム協会, 介護労働安

定センター 10]，著者のこれまでの調査結果[杉原 10, Sugihara 
11]から，技術の今後の展望および技術発展・普及における課

題を図 1 にまとめた． 
認知症介護の Assistive technologies は，世界的な高齢化社

会への移行とそれに伴う人的・経営資源の欠乏，およびエビデ

ンスベースドケアへの要請により要望が高まると考えられる．そ

の際，認知症者がその人らしくある[Kitwood 92, Kitwood 97]た
めに技術は用いられ，「認知症者の自律をサポートする介護作

 
図 1: 認知症介護支援技術の現状，今後の展望および検討が要される課題 
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業支援」「介護者の教育および知識継承」「認知症者と介護者

の社会参加」のために技術が開発されると考えられる．これらの

技術が実装されるためには，セキュアなデータセンター開発や

認知症者の行動パターン分析の研究が重要である．さらに，介

護者が機器の操作に振り回されないために，機器の開発・販売

と同時にサポートセンターの設置が望まれる． 
技術が現場で利用されるかどうかは，工学技術の開発と共に

社会制度の発展や倫理的課題の解決もなされなければならな

い．ICT 機器－ユーザ間，ユーザ（認知症者－介護者，あるい

は介護者同士）間が対立関係に陥らないよう，ガイドラインの作

成や法整備の重要性が高まると考えられる． 

4. おわりに 
本研究では，文献レビューにより技術動向分析を行った．ま

た，社会変化や著者によるこれまでの調査などを元に技術軌道

を考察するとともに技術発展・普及の課題を整理した． 
社会的要請の分析については人口変動に重点が置かれて

いるので，介護者の労働環境やユーザニーズなどを調べ，提示

した結果の妥当性を検討するとともに内容を深めていく必要が

ある． 
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